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文
・柴
田
克
彦 

ま
す
。 

ま
た
、
ピ
ッ
チ
＝
音
の
高
さ
と

弾
き
方
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ッ
チ
は
、
大
ホ
ー
ル
で
華
や
か

に
鳴
ら
す
た
め
に
高
く
な
っ
た
今

よ
り
半
音
ほ
ど
低
く
、
音
を
こ
ま

か
く
揺
ら
す
ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
が
あ

ま
り
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ

か
研
究
に
よ
っ
て
、
音
の
長
さ
や

切
り
方
な
ど
に
も
作
曲
当
時
の
ス

タ
イ
ル
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。 さ

て
ど
ん
な
音
が
す
る
の
か
？

会
場
で
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

子ども音楽新聞 第１６刊 
２０１０年１０月

Nikolaus Harnoncourt & CMW 

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
は
こ
ん
な
人
！ 

ニコラウス・アーノンクール＆ウィーン・コンツェントゥス・ムジクス日本公演〔お問い合わせ先：カジモトイープラス ℡：0570-06-9960 *10/24 公演のみ NHK プロモーション ℡：03-3468-7736〕 

*詳細はＫＡＪＩＭＯＴＯまで http://www.kajimotomusic.com/ 

●バッハ：ミサ曲ロ短調 10/24（日）18:00 開演 NHK ホール（NHK 音楽祭）/ 10/26（火）19:00 開演 サントリーホール 

●ハイドン：オラトリオ「天地創造」 10/29（金）19:00 開演 / 10/30（土）18:00 開演 サントリーホール （●バッハ＆●ハイドン 共演：声楽ソリスト、アーノルト・シェーンベルク合唱団） 

●モーツァルト：交響曲第 35 番「ハフナー」＆セレナード第 9番「ポストホルン」 11/2（火）19:00 開演 / 11/3（水・祝）18:00 開演 東京オペラシティ コンサートホール：タケミツメモリアル 

アーノンクール、いよいよ来日！ 

今
年

81

歳
の
大
指
揮

者
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
が
、

こ
の
秋
、
長
年
率
い
て
き

た
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ン

ト
ゥ
ス
・
ム
ジ
ク
ス
（
Ｃ
Ｍ

Ｗ
）
と
共
に
最
後
の
日
本

公
演
を
行
い
ま
す
。
そ
こ

で
な
ん
と
ユ
ー
ス
の
た
め

の
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
が
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
大
人
が
う
ら

や
む
大
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
曲

目
は
、
手
兵
の
Ｃ
Ｍ
Ｗ
と

は
日
本
で
初
の
演
奏
と
な

る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
管
弦

楽
曲
。
彼
の
革
新
的
な
音

楽
作
り
の
秘
密
を
知
る
、
最
初

で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ

の
貴
重
な
言
葉
は
ひ
と
言
も
聞

き
も
ら
せ
ま
せ
ん
。 と

。
古
楽
器
演
奏
は
、
彼
に

続
く
多
数
の
演
奏
家
た
ち

に
よ
っ
て
ブ
ー
ム
を
呼
び
、

今
や
当
た
り
前
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
古
楽

器
の
演
奏
法
を
、
モ
ダ
ン
楽

器
（
現
代
の
楽
器
）
の
世
界

に
持
ち
込
ん
だ
の
も
大
き

な
功
績
。
こ
れ
も
今
で
は
、

多
く
の
演
奏
家
が
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
何
よ
り
、
い
つ
も

新
鮮
で
生
き
生
き
と
し
た

音
楽
を
聴
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
古
楽

演
奏
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な

り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
こ
え
る

巨
匠
と
な
っ
た
の
で
す
。 

古
楽
器 

現
代
の
楽
器

古楽器

現代の楽器

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル 

開
催
！

※
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
の
お
申
し
込
み

受
付
は
、
終
了
し
ま
し
た
。 
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古楽器 現代の楽器

た
。
こ
れ
ら
を
バ
ロ
ッ
ク
、
古
典 

派
な
ど
古
い
時
代
の
編
成
や
楽

器
に
戻
し
た
の
が
古
楽
器
演
奏

で
す
。 

古
楽
器
（
別
名
ピ
リ
オ
ド
楽

器
。
こ
の
呼
び
名
で
は
、
よ
り
時

代
に
忠
実
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
増
し

ま
す
）
の
場
合
、
弦
楽
器
は
、
本

体
も
弓
も
今
と
は
形
が
違
い
、

羊
の
腸
か
ら
作
っ
た
ガ
ッ
ト
弦

を
張
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
エ
ン

ド
・
ピ
ン
の
な
い
チ
ェ
ロ
が
用
い

ら
れ
、
管
楽
器
は
、
キ
ー
や
バ
ル

ブ
の
な
い
（
も
し
く
は
少
な
い
）

シ
ン
プ
ル
な
構
造
に
な
っ
て
い

古
楽
器
演
奏
と
は
、
作
曲
家

が
生
き
て
い
た
時
代
の
楽
器

（ま
た
は
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
た
楽

器
）
と
演
奏
方
法
を
用
い
て
、
作

曲
者
自
身
が
イ
メ
ー
ジ
し
、
聴

い
た
で
あ
ろ
う
響
き
を
再
現
す

る
こ
と
。  

 

19
世
紀
に
は
、
そ
れ
ま
で
宮

廷
や
貴
族
の
館
な
ど
が
中
心
だ

っ
た
演
奏
会
場
が
、
広
い
ホ
ー

ル
へ
と
移
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

管
楽
器
は
大
幅
に
改
良
さ
れ
て

種
類
や
人
数
が
増
え
、
弦
楽
器

も
対
抗
す
る
た
め
に
改
造
さ

れ
、
人
数
を
増
し
て
い
き
ま
し

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
は
、
１

９
２
９
年
に
生
ま
れ
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
指
揮
者
で

す
。
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
院
を
卒

業
後
、
１
９
５
２
年
か
ら
１

９
６
９
年
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
交

響
楽
団
の
チ
ェ
ロ
奏
者
を
つ

と
め
る
か
た
わ
ら
、
古
楽

や
古
楽
器
の
研
究
・
収
集
に

力
を
注
ぎ
、
１
９
５
３
年
、 

古
楽
器
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
ツ
ェ

ン
ト
ゥ
ス
・
ム
ジ
ク
ス
を
結

成
。
以
後
、
半
世
紀
以
上
も

の
間
、
こ
の
分
野
を
リ
ー
ド

し
て
い
ま
す
。 

い
っ
ぽ
う
で
１
９
７
０
年

代
か
ら
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
歌

劇
場
を
中
心
に
オ
ペ
ラ
の

指
揮
も
始
め
、
や
が
て
ウ
ィ

ー
ン
・
フ
ィ
ル
や
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
と
い
っ
た
一
流
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
も
登
場
。
一
般

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者

と
し
て
も
、
頂
点
に
立
つ
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
の
す
ご

さ
は
ま
ず
、
古
楽
器
演
奏

が
ま
だ
珍
し
か
っ
た
時
期

に
挑
戦
し
、
演
奏
会
や
録

音
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ

古
楽
器
で
演
奏
す
る
こ
と
…
と
は
？ 

■ オーボエ ■ 

■ ホルン ■

■ クラリネット ■

■ 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
の
お
申
し
込

み
受
付
は
、
終
了
し
ま
し
た 

■ 

東京オペラシティ コンサートホール
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シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
・
ブ
ラ
ス
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト 

 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

開
催
！ 

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並
ぶ
熱
い

ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。 
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ユース（1985 年 4 月 2 日以降生まれの方）対象。小中学生の保護者（同伴者）も入場可 

詳細は web で!!（http://www.smf.or.jp/） 

クリスマスを熱くする！？ 

金管五重奏団がやってくる！ 

「
エ
ル
・シ
ス
テ
マ
」––––– 

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
行
わ
れ
て
い
る
驚
き
の
教
育
活
動
と
は
？

文
・柴
田
克
彦 

金
管
五
重
奏 

＝ 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
×
２ 

＋ 

ホ
ル
ン 

＋ 

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン 

＋ 

チ
ュ
ー
バ 

次
号
予
告 

 

子
ど
も
音
楽
新
聞 

第
17
刊 

１１
月
中
旬
発
刊
予
定

フローレスの  

笑顔のわけとは！？ 

い
ま
世
界
で
話
題
の
シ

モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
・
ユ
ー
ス
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
オ
ブ
・
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
（
Ｓ
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｖ
）
か

ら
生
ま
れ
た
金
管
五
重
奏

団
、
シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
・
ブ

ラ
ス
・ク
イ
ン
テ
ッ
ト
が
、
注

目
の
公
演
を
行
い
ま
す
。 

天
才
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
、

フ
ロ
ー
レ
ス
率
い
る
彼
ら

は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
「
エ
ル
・

シ
ス
テ
マ
」
に
よ
る
全
国
か

ら
の
選
抜
隊
Ｓ
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｖ

の
創
設
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
な
ど

に
も
出
演
し
、
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。 

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、
南
ア
メ

リ
カ
大
陸
北
部
の
カ
リ
ブ

海
に
面
し
た
、
自
然
豊
か

な
国
。
首
都
は
カ
ラ
カ
ス
に

置
か
れ
、
19
世
紀
前
半
に

ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
を
果

た
し
ま
し
た
。
主
な
産
業

は
石
油
や
鉱
物
資
源
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
・
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
に
多
く
の
野
球
選
手

を
送
り
込
ん
で
い
ま
す
。 

貧
富
の
差
が
激
し
い
こ

の
国
で
、
１
９
７
５
年
、
経

済
学
者
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ア
ブ
レ
オ
の
リ
ー
ド
に
よ
り

始
め
ら
れ
た
の
が
「
エ
ル
・
シ

ス
テ
マ
」
（
英
語
で
い
え
ば

「
ザ
・
シ
ス
テ
ム
」
）
で
す
。
こ

れ
は
、
放
課
後
の
子
供
た

ち
に
楽
器
の
演
奏
を
教
え

て
、
犯
罪
か
ら
守
り
、
非
行

か
ら
立
ち
直
ら
せ
る
と
い

う
、
音
楽
を
通
じ
た
国
を

あ
げ
て
の
社
会
教
育
活

動
。
楽
器
の
貸
し
出
し
や
レ

ッ
ス
ン
は
無
料
で
な
さ
れ
、

賛
同
し
た
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル

の
楽
員
も
指
導
に
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
２
０
０
以

上
の
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
生
ま
れ
、
音
楽
と
共

に
生
活
の
レ
ベ
ル
も
上
が

る
な
ど
、
試
み
は
大
成

功
。
世
界
の
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。 

そ
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
・

ユ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル
は
、

同
国
独
立
の
際
の
英
雄
）

は
、
こ
の
教
育
を
受
け
た

指
揮
者
ド
ゥ
ダ
メ
ル
が
実

力
を
引
き
上
げ
、
有
名

な
ラ
ト
ル
や
ア
バ
ド
も
指

揮
す
る
な
ど
、
今
や
世
界

的
な
存
在
。
日
本
で
も
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
２

０
０
８
年
来
日
公
演
や

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
で
大

評
判
を
呼
び
ま
し
た
。 

金
管
五
重
奏
（
ブ
ラ
ス
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
）
は
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
２
本
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
チ
ュ
ー

バ
各
１
本
を
標
準
編
成
と
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
二

重
奏
か
ら
十
重
奏
以
上
ま
で
様
々
な
金
管
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
中
で
、
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
形
で

す
。 オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
使
わ
れ
る
金
管
楽
器
を
す
べ

て
含
み
、
高
音
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
中
高
音
の
ホ
ル

ン
、
中
低
音
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
低
音
の
チ
ュ
ー
バ
と

揃
っ
て
音
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
し
か
も
少
人
数
で

小
回
り
が
き
く
の
が
特
徴
。
そ
の
た
め
、
ブ
ラ
ス
な

ら
で
は
の
輝
か
し
く
華
や
か
な
響
き
と
、
各
楽
器

の
持
ち
味
の
違
い
が
同
時
に
楽
し
め
、
合
奏
の
迫

力
を
味
わ
い
な
が
ら
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
絡
み
合
い
の
面
白
さ
を
聴
き
取
れ
る
の
が
大
き

な
魅
力
で
す
。
た
だ
し
、
一
人
一
人
の
責
任
が
重

く
、
バ
ラ
ン
ス
に
も
細
か
な
気
配
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
全
員
名
手
で
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
弦
楽
四
重
奏
の
よ
う
な

形
態
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

も
う
ひ
と
つ
の
魅
力
が
、
多
彩
な
レ
パ
ー
ト
リ

ー
。
こ
の
編
成
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
も
あ
り
ま
す

し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
の
ア
レ
ン
ジ
、
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
・
ソ
ン
グ
や
メ
ド
レ
ー
物
な
ど
、
各
団
体
そ
れ

ぞ
れ
が
工
夫
を
こ
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
楽
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
今
回
も
ま
さ
に

そ
う
。
曲
目
を
見
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
て
き

ま
す
。 

トランペット： 
ジャンカルロ・カストロ

トロンボーン：

ペドロ・カレロ

チューバ： 
レスビィ・パントーヤ

ホルン： 
ラファエル・パイヤーレ

トランペット： 
フランシスコ・ 
フローレス 
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*目黒区立東山小学校特設管弦楽クラブ＆東山オーケストラとの共演を予定しています。 

東京オペラシティ コンサートホール 


